
クリーン水素の安定・安心供給に向けた
JH2Aの取り組みと課題
～安全・安心を前提とした規制・支援一体型制度への期待～

2023年10月25日



ＪＨ２Ａ概要 【団体概要】
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目的
サプライチェーン全体を俯瞰し、業界横断的かつオープンな組織として、社会実装プロジェクトの

実現を通じ、早期に水素社会を構築する

団体名 一般社団法人 水素バリューチェーン推進協議会（略称：JH2A）

共同会長

内山田 竹志 トヨタ自動車㈱ Executive Fellow

國部 毅   ㈱三井住友フィナンシャルグループ 取締役会長

牧野 明次  岩谷産業㈱ 代表取締役会長兼CEO

設立 2022年4月1日

理事企業

Asahi Kasei Corp., Iwatani Corp., INPEX Corp., ENEOS Corp., 

会員 376企業/団体 (2023年7月時点)

25

companies



ＪＨ２Ａ概要 【団体組織図】
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ご説明内容

1. クリーン水素供給・利用の論点概要

2. クリーン水素の経済合理的な安定供給

3. クリーン水素の安全・安心供給

4. 終わりに
～安全・安心を前提とした規制・支援一体型制度への期待～
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クリーン水素供給・需要の論点概要

“Environment”
低炭素エネルギーとして

・2030年GHG▲46%(2013年比)
・2050年カーボンニュートラルに貢献“Energy Security”

社会を支えるエネルギーとして

・2030年300万t(現状+100万t)供給、
一次エネルギー割合/電源構成1% 1)

を確実に担う

・2040年1,200万t、2050年2,000万t 2)

  に向けた国内・海外資源の確保

・水素供給源の多様化(国内/海外、
低炭素資源/再生可能電力)
による安定供給

“Economic Efficiency”
エネルギー国際競争力で劣後することなく

・水素供給/需要の多様化と戦略的トランジションシナリオ
  により経済合理性を確保

・供給コスト2030年30円/Nm3、
2050年20円/Nm3の実現

・国際制度・規制/技術・資源開発動向へ柔軟に対応、
  国際議論を主導

1)アンモニアを含む政府目標
2)政府目標、JH2A試算による潜在需要は約7,000万t

「S+3E」
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“Safety”
「安全」確保を大前提に大量安定供給による「安心」を提供



ご説明内容

1. クリーン水素供給・利用の論点概要

2. クリーン水素の経済合理的 安定供給
 ・2030年 300万tに向けた取り組み
 ・2050年 カーボンニュートラルに向けた取り組み

3. クリーン水素の安全・安心供給

4. 終わりに
～安全・安心を前提とした規制・支援一体型制度への期待～
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2030年に向けて 「ファーストムーバー」
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“ファーストムーバー”の動き
2030年に300万tに向けて、サプライチェーン構築に向けたファーストムーバーの動きが活発化、
投資の最終判断時期が迫っている。

出典:関西電力資料

出典:2023/3/6 第28回水素・燃料電池戦略協議会
ENEOSプレゼン資料
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出典:水素・燃料電池戦略協議会プレゼン資料
①第28回 2023/3/6 千代田化工建設  
②第29回 2023/3/24 岩谷産業
③第28回 2023/3/6 川崎重工業 

②

③

①
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ファーストムーバーへの拠点整備支援
米国での拠点整備=水素ハブPJ採択が決定。

国内の拠点整備支援においては、日本特有の背景---輸入依存ながら自給率向上も図るべき----
を踏まえ、投資予見性を高めつつ、エネルギーの国際競争力に劣後しない制度設計が求められる。

2030年に向けて 「ファーストムーバー」

ご参考:米国水素ハブPJ採択(20231013)

FS支援に始まり、供給と需要一体化、地域活性化等、
日本の拠点整備とも共通するコンセプトで設計されている。

JH2Aでは国内地産地消拠点を対象として、
地方自治体の参画を前提とした
プロジェクト認定制度も研究中。

ご参考に供します。(下記ご参照、記載義務は例示)



クリーン水素 炭素集約度基準値の提案
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2030年に向けて JH2Aの取り組み①「基準値提案」

国際動向とファーストムーバーが取り組むサプライチェーンに鑑み、
2030年を目途としたクリーン水素の炭素集約度基準値「～3.4kgCO2e/kgH2」を提案。
@2022/11/16 水素政策小委員会

出典:2022/11/16
水素政策小委員会
JH2Aプレゼン資料

国際動向を注視し、経
済・環境両面での国際
競争力で劣後すること
のないよう、検討を継
続*いたします。

*論点例:数値、バウンダリー、
原料用途水素



基準値達成のための対応策の提言
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2030年に向けて JH2Aの取り組み①「基準値提案」

基準値達成には、供給事業者自らの努力とともに、井戸元の排出削減、CCSの確実な実行、
再生可能電力の確保等、国内外の官民パートナーからの支援・連携対応が必要である旨を提言。
@2022/11/16 水素政策小委員会

出典:2022/11/16
水素政策小委員会
JH2Aプレゼン資料

国内外の資源開発事
業者、発電事業者、
CCS事業者および関
連官庁(国内地方自
治体を含む)等、パート
ナーとの共同検討を継
続していきます。



支援制度適用にあたっての課題・要望
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2030年に向けて JH2Aの取り組み①「基準値提案」

基準値提案の値差支援等制度での閾値適用に当たっては、官民パートナーとの
連携対策の蓋然性が現状不透明であることを鑑み、ファーストムーバーへの柔軟な適用を要望。
@2022/11/16 水素政策小委員会

出典:2022/11/16水素政策小委員会JH2Aプレゼン資料

中間とりまとめにて、「脱炭
素化が説明可能な案件
は例外的に対象」*方針を
お示しいただきました。

今回の案件選定プロセス
議論においても、引き続き
のご配慮をお願い申し上げ
ます。

*DOEの水素ハブ採択基準
(4.0kgCO2e/H2kg)でも
同様の運用を規定



ご参考:海外でのクリーン水素値差支援制度事例
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2030年に向けて JH2Aの取り組み①「基準値提案」

英国、豪州共に、水素コストと販売価格/ガス価格に対する値差に対し販売量/生産量を
かけ合わせる仕組みで構成されている

<英国/豪州 値差支援制度の概要比較>

水素(キャリア)のみならず、
参照されるガスも輸入依
存である等*、日本の特有
の背景に合わせ、ファースト
ムーバーの投資予見性を
高める基準価格/参照価
格の設定の在り方*をご議
論お願い致します。

*その他論点例:環境価値、
原料用途水素



クリーン水素にかかわる国際標準化活動
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2030年に向けて JH2Aの取り組み②

国際商品であるクリーン水素に関する国際標準化活動を展開中。
現在は、低炭素認証に必要な炭素集約度算定法のISO化に取り組んでいる。

併せて、算定法を適用する海外認証制度も、相互承認を念頭に調査中。

関係官庁ご支援のもと、

①水素キャリア等の大規模供
給・国際ビジネスの重点となる
項目について、国際競争力を
踏まえた戦略(オープンorクロー
ズ)の策定と国際標準化

②我が国が目指す水素需給構
造を踏まえた、低炭素水素認
証制度の構築

に取組みます。

<ISO 炭素集約度算定法 取り組み状況>

・2022年 12月、TC197 (水素技術専門委員会) のもとに 「大規模水素利用」を想定した
SC01 (分科会) を組成、 SC01 の最初の標準化活動としてWG01 を組成。

・炭素集約度算定方法規格”19870”開発中。2023年12月、TS(技術仕様書)完成予定

・日本は、エキスパート (交渉役)9 名*によるチームジャパンを派遣。
*HySUT、産総研、川崎重工、千代田化工、ENEOS、東芝、JH2A

検討中の測定対象範囲

(バウンダリー)

出典:IPHE Methodology for GHG 
Quantification in H2 Production WP Ver 3



ご説明内容

1. クリーン水素供給・利用の論点概要

2. クリーン水素の経済合理的 安定供給
 ・2030年 300万tに向けた取り組み
 ・2050年 カーボンニュートラルに向けた取り組み

3. クリーン水素の安全・安心供給

4. 終わりに
～安全・安心を前提とした規制・支援一体型制度への期待～
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国内サプライチェーンの構築・拡充

15

2030年⇒2050年に向けて JH2Aの取り組み③

供給&需要集積型の拠点整備完了後(2030年～)の、供給&需要拡大を見据え
国内サプライチェーンの構築・拡充のシナリオを検討中。

シナリオ策定、課題を抽出し、別途検討中のパイプライングランドデザイン
と併せて、2050年に向けた次の一手をご提案申し上げます。

<シミュレーション検討例*>



需要の多様化・拡大
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2030年⇒2050年に向けて JH2Aの取り組み④

発電に続く大型需要として期待される商用車*向けサプライチェーンの検討に着手。
*需要側での脱炭素化が困難な分野の一つ。分散型コジェネや農機・建機などの分野も検討中

供給者、車メーカー、需要家 
3者との議論を踏まえて
シナリオ策定、課題を抽出し、
2050年に向けた次の一手をご
提案申し上げます。

<検討例> 
 商用車ST
設置エリア案



水素ファンドの創設
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2030年⇒2050年に向けて
JH2Aの取り組み⑤

金融も含めた、水素バリューチェーンに係る
新たな取組として水素ファンド創設を検討中。

<参考:JH2A設立の背景>



2050年のクリーン水素 潜在需要の評価
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2050年に向けて JH2Aの取り組み⑥

JH2A独自に2050年クリーン水素の潜在需要を試算。
政府目標に2,000万tに対し、潜在需要は最大で約7,000万ｔと評価。

クリーン水素の需要/供給拡
大により、日本の一次エネル
ギー供給の15～50%*、使
用時CO2の削減1.4億～
4.7億tの貢献を目指します。

*2021年実績対比 **LNG対、
2,000万t/7,000万t導入ケースで
JH2A試算、真発熱量。



ご説明内容

1. クリーン水素供給・利用の論点概要

2. クリーン水素の経済合理的な安定供給

3. クリーン水素の安全・安心供給

4. 終わりに
～安全・安心を前提とした規制・支援一体型制度への期待～
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安全・安心供給に向けたJH2Aの取り組み概要
(2022年度実績)
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メンバー各社から事業展開を加速するための規制・制度要望を集約、
個別項目のと取り進めを関係官庁・団体各位とご相談するとともに、
重点分野は、「水素保安戦略検討会」にてご提案、中間とりまとめに反映いただいた。

委員長：ENEOS 、トヨタ 

副委員長：クボタ、高圧ガス保安
協会、三井物産、東芝、日本エア・
リキード

メンバー:126社（内、理事会員
企業21社）

<JH2A規制委員会体制>



水素保安戦略検討会でのご提案概要①
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@2022/09/05 水素保安戦略検討会JH2Aプレゼンより

1.法規制仕組み・体制提案

①供給分野 「水素エネルギー供給 保安規制制度の独立」 
    新たな保安体系、リスクベース保安、適切なリスク閾値の設定、

関連法令との調和・統合、事業者が判断に迷わないワンストップ制度

②需要分野「需要、用途別に法規制一本化、制度整備」
    用途拡大の円滑・迅速化、消費者に分かりやすい安全・安心の確保

③「認可判断基準の統一～第三者認証機関の活用」
第三者機関活用による自治体の検査負担と判断のバラつき軽減、
手続き期間短縮。

中間とりまとめ「２.水
素社会の段階的な実
装に向けたルールの合
理化・適正化」
に反映いただいた。

更に、本小委員会で提示いただいた論点

での、踏み込んだご議論*をお願い申し上げます。

*判断基準の統一、ワンストップ制
度、手続き期間短縮、
リスクベース保安、適切なリスク閾値
の設定等の論点反映を期待。



水素保安戦略検討会でのご提案概要②
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重点課題ごとにSWGを組成し取り組み中
(次ページ以降ご参照)

@2022/09/05 水素保安戦略検討会JH2Aプレゼンより

2.分野別重点課題の提案

①供給分野 「大量需要に応えるクリーン水素の安定供給」
輸入液化水素・MCHの扱いに関する規制   

②発電分野 「水素利活用によるクリーン電力の安定供給」
輸入液化水素の貯蔵に関する規制  

③産業分野 「産業部門での水素大量・安定需要の創出」 
パイプライン、産業部門での利用インフラ整備

④モビリティ分野 「モビリティ用途拡大、どこでも充填」 
自動車以外モビリティでの利用ルール化、
自動車以外へ水素Stで充填、水素St以外で充填

⑤地産地消分野 「分散型発電の拡大、水素自給率の向上」 
中規模純水素型燃料電池・水素発電、水電解装置の設置・運用ルール化 



重点課題マップ(２０２３年度の取り組み)
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①リスクベース保安
事業者責任の負い方、リスク閾値設定の考え方、体制のあり方を
国内外事例を参照し検討、日本に適した制度設計に向けて提案。

24

参考:保安の考え方、日本とドイツ(リスクベース保安)の比較 昨年度調査報告より

水素保安小委員会の論点「■自主保安（リスクに応じた柔軟で高
度な保安)」に対応し、民間側の検討活動を強化。



②液化水素設備 課題:保安距離・防液提等、液水貯槽の規制適正化

25

NEDO「競争的な水素サプライチェーン構築に
向けた技術開発事業/大型液化水素貯槽から
の大量漏洩・拡散等のシミュレーション手法の
開発及び設置基準の整備に向けた調査研究」
*と連携して、適正化の道筋を検討。

出典:NEDO「競争的水素サプライチェーン構築」テーマ概要資料

<NEDO 大規模液化水素貯槽 事業イメージ>

*実施者：高圧ガス保安協会(JH2A会員)、
宇宙航空研究開発機構、横浜国立大学

③MCH海上輸送 課題:MCH積載量制限(IMO規制)の緩和

関係団体、組織*と連携し、IMOに対する
規制見直し提案**の準備を進める。

目標:提案書提出2025年
見直し完了2028年

**検討中の提案プラン
  ①特例措置
  ②代替設計
  ④GESAMP Profile見直し

*経産省、国交省、環境省、
日本海事協会、日本海事検
定協会及び事業者等



④パイプライン
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⑤トレーラー輸送

課題:グランドデザインに基づく規制整備

JH2Aが受託したNEDO事業*を通じて、日本における水素パイプライン構築に向けたグランドデザイン**、
規制課題の整理と整備の道筋、実現に向けた次のアクションプランを策定し関係者と共有する。

*「競争的な水素サプライチェーン構築に向けた技術開発事業/国内水
素パイプライン構築に向けたグランドデザイン検討調査」
<実施内容>
（１）法規等調査と課題整理
（２）国内外水素パイプライン事例調査
（３）水素パイプライン材調査
（４）水素漏えい検知・保守保安手法調査
（５）リスク・経済性等の評価
（６）国内の水素パイプライン構築にかかるグランドデザインの提案

**グランドデザイン 検討パターン例

A. 時期:2030年までに実現 距離:数10km未満
      場所:港湾(輸入拠点)～近隣需要地 / 国内製造拠点～近隣需要地-

B. 時期:2040年までに実現 距離:数km程度    
場所:中間貯蔵基地～民生・業務ユーザー

C. 時期:2050年までに実現 距離:数10km超      
場所:輸入・製造拠点～中間貯蔵基地

課題:需要拡大に対応できる大量輸送

JH2Aが共同受託したNEDO事業#により、
水素の大容量・低コスト輸送に向けた
水素複合容器トレーラーに関する規制見直し、
および、国内仕様の検討を行う。

#「競争的な水素サプライチェーン構築に向けた技術開発事業/水素輸送トレーラーの
大容量化・低コスト化実現のための技術開発と規制・基準適正化に関する調査」
実施者:日本エア・リキード、川崎重工、JH2A

<水素トレーラー 日欧仕様比較>
出典:NEDO「競争的水素サプライチェーン構築」テーマ概要資料



⑥モビリティ

優先課題と活動概要

No. 課題 対象アプリケーション例
担当

(SWGリーダー)
活動概要

1 水素STで車載容器以外への充填不可 水素貯蔵モジュール 岩谷産業
自動車同等の安全システムにより充填を可能と
すべくKHK・JPEC・インフラ会社へ相談実施。

2 容器の基準が存在しない

2-1
プラスチックライナー製一般複合容器の基準が
存在せず、輸送や交換使用が不可

農業機械
水素貯蔵モジュール

クボタ
自動車用容器の基準をベースとした考え方で
ルール化を目指しKHK・JPECへ相談実施。

2-2 圧力が45MPa以上の運送車両用容器の基準がない 移動式差圧充填車 豊田通商
課題2-1と技術的な考え方を合わせ、

安全担保策を明確化する。

3
離隔距離を保って充填・消費場所を
確保することが困難

FC発電機
水素貯蔵モジュール

デンヨー
KHK・JPECとの相談を通し、具体的な

安全担保策の明確化を実施中。

4
貯蔵量300㎥以上の水素消費の届出について
判断基準が曖昧で都道府県ごとに判断が分かれる

RTG 三井E&S
具体的な実証から運用方法の具体化・課題整理

を実施、日程を再検討する。

5
道路運送車両法第17条別添100を
満たせないモビリティが存在

農業機械 クボタ
実証日程考慮し優先度を下げ、

2024年度以降の再テーマアップを検討する。

実証・実装がより迫っている課題1～3について優先的に活動を実施。

課題:どこでも、なんにでも充填

既存のモビリティが水素に代わっても
利便性を損なわず利用可能な社会をつくることで
普及につなげる。
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⑦電解設備

28

国内水電解装置の現状の課題・規制・基準を調査するとともに、NEDO事業*と連携し、欧米
等の調査結果を踏まえて国内の水電解装置の規制・基準と課題を、機器メーカー/利用者 両
面から整理する。

*「競争的な水素サプライチェーン構築に向けた技術開発事業/水電解装置に関連する法規制等の課題整理に係る調査」 実施者:高圧ガス保安協会(JH2A会員)

⑧燃焼用水素品質
燃焼用水素の要求品質と、現行の品質規格(ISO  燃料電池用)を、NEDO事業**と連携して調査・解析、
国際標準化も視野に入れた燃焼用水素の品質基準を検討する。

**「競争的な水素サプライチェーン構築に向けた技術開発事業/大規模水素サプライチェーンの構築に係る水素品質に関する研究開発」
実施者:ENEOS、JERA、JPEC(いずれもJH2A会員)

⑨危険物貯蔵
建築基準法などの水素および水素派生物の貯蔵量規制等の見直しに、
関連する課題を持つ事業者、及び関係官庁と連携(国交省主催の「危険物の貯蔵量に係る規制の
合理化に関する検討会」にオブザーバー参加)して取り組む。

クリーン化、水素国産、機器海外展開

用途拡大、大量利用、国際標準主導

用途拡大、都市部需要への対応



ご説明内容

1. クリーン水素供給・利用の論点概要

2. クリーン水素の経済合理的な安定供給

3. クリーン水素の安全・安心供給

4. 終わりに
～安全・安心を前提とした規制・支援一体型制度への期待～

29



終わりに
～安全・安心を前提とした規制・支援一体型制度への期待～
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7年前の2016年、世界のファーストムーバーであった日本は
すでに燃料電池自動車を市場に送り出していました。
7年後の2030年、我々は2050年カーボーンニュートラルに繋がる
クリーン水素バリューチェーンを誕生させます。

国による値差支援、拠点整備、リスクベース保安等に係る法整備が
世界を追う立場となったファーストムーバーに実効・即効力を持ち、
2050年に向けた日本全体の持続的挑戦を支えるものとなるよう
集中したご議論と早期の結論をお願い申し上げます。



ご清聴ありがとうございました。
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